
沼 津 市

明治史丹館 毛信
rヽOl.4 N()1 通巻 13号

躙蒻蛛儡轍癬織:

清野勉の著作の数々

『帰納法論理学』 11・ ド(朗 治29)、 『増言∫|:都 ll氏物

理学』上・下 (明 治19)、 『理学大意』 (明 治19)、 『普

通論理学』 L・ 下 (明 治 27・ 28)、 『標F[韓図l tlll批 判 警
解説』 (明 治29)、 『演繹帰納論lll学 』(明 治25)、

『
学

校管理法』第二部上・下 (明 治22)、 町オ納論IP経世危

言』 (明 治23)、 『格致哲学緒論』 (明 治 16)

京都 市 清野 武氏寄贈

さ 地 西 人 津 と 学  主 主 的 史 本 多 た ほ 兵 で あ が 外 い  編編こ高 i高

`祀
キニ:

れ 元 間 物 と い 統 清 義 義 紹 上 に 数
°

と 学 あ つ い 的 た II

て で 門 で の う に 野 的 を 介 に お の 哲 ん 校 る た た に 沼 幕
然 は の あ 関 点 位 は 論 唱 者 名 け 著 学 ど 廃

°
清プ 人 津 臣

魚膏喬奄ヤ旬写ど1臭 t姦 拿帯年筆左雲種:繁 哲量畠
|

き ら 墓 し を も る 本 も 日 て し
で れ 地 か 一

｀
上 近 あ 本 も た

あ て に し 身 沼
｀

代 つ 協 知
°

ろ い 墓
｀

に 津 沼 哲 た 会 ら カ
う る が 彼 体 兵 津 学

°
に れ ン

° °
あ の 現 学 出 の  参 る ト

も る 業 し 校 身 父  加 ほ 学
つ こ 績 た と 者 。 し か 説
と と は 象 地 で 西し た

｀
の

顕 さ 勿 徴 元 あ 周寛 国 日 先
彰 え 論 的 沼 る の  粋 本 駆 学 日 ｀ つ ｀

は
Vで

者 例 て
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学 ズ
校
と
そ
の
人
材

勉 ◇

清野勉 (中央)と その母 (左 )、 妻 (右 )
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静
岡
県
令
大
迫
貞
清
の
紹
介
状

明
治
十
四
年
二

八
八

一
）、
江
原
素

六
は
地
元
農
民
の
要
求
に
よ
り
、
官
林

に
編
入
さ
れ
て
し
ま

っ
た
愛
鷹
山
入
会

地
の
民
有
引
戻
し
の
た
め
中
央
工
作
を

担

当

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

・を
多
ι
了
髪
孝
Ｌ

ｉ
多
杉
た
み
【を

ラ

ゑ

考

ぷ

笞

姦

７
峰
い
づ
移
ゃ
斃
堺

一■
１
ク
協
学
％

″
形
Ｚ
″

，
夕
多
多
“
■
ｔ

一夕
蒻

城

短

二
繊
み
が
み
子
ど
詮
議

像
機
ず
著
驚
購
塀
甕

，コ
」
　

度
奉
職
罷
在
候
間
乍
余
事
御
降
神
可
被

に
紹
介
　
　
下
候
倍
今
般

ハ
諸
官
省
御
変
革
に
て
定

´

大 迫 貞 清

す

る
史
料

は
、
静
岡
県
令
大
迫
貞
清

が
農
商
務
卿
西
郷
従
道
に
あ
て
た
、
民

有
引
戻
し
運
動
の
た
め
に
上
京
す
る
江

原
素
六
に
面
会
し
て
や

っ
て
ほ
し
い
と

う
依
頼
の
手
紙
で
あ
る
。

拝
啓
追
日
冷
気
相
催
候
処
益
御
安
康
為

被
成
御
座
恐
慶
奉
存
候
随
而
私
事
も
此

而
御
多
忙
之
義
と
奉
存
候
幸

二
地
方
関

係
之
省

へ
御
兼
任
被
為
在
些
県
地
事
業

上
奉
願
候
義
多

々
可
在
御
座
と
奉
存
候

間
其
節

ハ
宣
敷
御
配
慮
被
成
下
候
様
前

広
奉
願
置
候
却
説
管
下
駿
東
郡
愛
鷹
山

官
林
御
下
渡
願

一
条

二
付
旧
部
長
江
原

素
六
と
申
者
事
情
具
申
之
為
メ
出
京
為

致
候
間
万

一
昇
堂
仕
候

（
ヽ
甚
恐
縮
之

至
奉
存
候
得
共
拝
謁
被
仰
付
右
内
情
御

聞
取
被
ド
候
趣
本
願
候
同
人
江

ハ
御
逢

被
下
候
義
も
為
有
之
候
駄
当
時
流
行
之

国
会
論
者
之
如
キ
不
都
合
之
者

二
者
無

御
座
候
当
分
沼
津
中
学
校
長
中
付
置
随

分
世
上
之
事
も
通
知
致
候
の
ミ
な
ら
す

専
ら
勧
業
熱
心
之
者

二
御
座
候
間
茶
製

之
他
農
事
之
事
共
御
質
問
被
下
候
而
も

決
而
御
答
弁

二
苦
候
事

ハ
万
々
無
之
与

信
認
仕
候
間
御
都
合
次
第
御
聞
収
被
下

度
奉
存
候
右
拝
謁
御
許
容
奉
願
度
奉
得

尊
意
候
謹
言

十

一
月
六
日
認
　
　
　
大
迫
貞
清

西
郷
従
道
様
閣
下

こ
の
文
面
か
ら
は
、
江
原
は
県
令
か

ら
も

「勧
業
熱
心
之
者
」
と
高
く
評
価

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

一
方
、
傍

線
の
部
分
で
は
、
江
原
は
国
会
開
設
論

者
の
よ
う
な
不
届
者
で
は
な
い
と
さ
れ

（

て
お
り
、
当
時
県
内
の
自
由
民
権
運
動

を
抑
圧
し
て
い
た
県
令
大
迫
の
心
底
が

露
骨
に
見
え
興
味
深

い
。

し
か
し
、
江
原
本
人
に
す
れ
ば
、
自

分
が
国
会
論
者
で
は
な
い
と
さ
れ
た
こ

と
は
心
外
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。
彼
は

当
時
民
権
運
動
に
無
関
係
で
は
な
か
っ

た
し
、
後
年
の
自
由
党
入
党
の
事
実
は

そ
れ
を
一異
付
け
て
い
る
。

こ
の
大
迫
の

手
紙
に
関
し
て
は
後
々
ま
で
も
気
に
し

て
い
た
ら
し
く
、
大
正
六
年
の
総
選
挙

で
横
田
千
之
助
を
応
援
し
た
演
説
の
中

で
は
、
大
迫
が
国
会
論
者
を
不
届
者
と

書

い
た
こ
と
を
引
き
合

い
に
出
し
、
自

由
党
の
藩
閥
政
府
と
の
闘

い
の
歴
史
を

賞
賛
し
て
い
る

（
『
江
原
素
六
先
生
伝
』

逸
話
三
二
頁
）。

な
お
、
こ
の
手
紙
は
何
年
の
も
の
か

記
載
が
な
い
が
、
文
中
の

「今
般

ハ
諸

官
省
御
変
革
」
が
明
治
十
四
年
の
政
変

を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

十
四
年
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。

も

っ
と
も
江
原
が
実
際
西
郷
に
面
会

し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
十
月

と
十
二
月
に
上
京
し
、
内
務
省
山
林
局

長
や
内
務
少
輔
品
川
弥
二
郎
に
会

っ
た

事
実
は
確
認
で
き
る
名
愛
鷹
山
組
合
沿

革
史
』
七
二
～
七
三
頁
）．
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恭
難
＝

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

③

淋
淋
淋
維
淋
淋
帯
群

明
治
十
年
代
の
夜
学
校

明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
学
制
が
制

定
さ
れ
、
近
代
的
な
学
校
教
育
制
度
が

出
発
し
た
。
村

々
に
は
小
学
校
が
つ
く

ら
れ
、
就
学
が
奨
励
さ
れ
た
。
そ
の
当

初
か
ら
、
昼
間
通
学
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
貧
民
児
童
や
勤
労
青
年
の
た
め
に
、

小
学
校
に
夜
学
を
付
設
す
る
場
合
が
あ

っ
た

（西
椎
路
区
有
文
書

・
明
治
八
年

「
小
学
開
業
願
書
」
ほ
か
）。
明
治
十

一

年

（
一
八
七
八
）
に
設
置
さ
れ
た
原
の

三
事
合
の
夜
学
は
、
毎
年
十
二
月
か
ら

二
月
ま
で
の
農
閑
期
に
、
校
費
と
校
長

の
ポ

ケ

ッ
ト

マ
ネ
ー
と
で
運
営
さ
れ

た

（
『原
町
誌
稿
つ
。

明
治
十
年
代
に
は
、
文
明
開
化
や
自

由
民
権
と
い
っ
た
社
会
全
体
の
風
潮
の

中
で
、
博
変
が
流
行
す
る
な
ど
青
年
層

の
不
品
行
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
対
策
と
し
て
こ
の
時
期

各
村
で
青
年
を
対
象
と
し
た
夜
学
校
が

続
々
と
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る

（
下
表

参
照
）。
戸
長

・
学
務
委
員
ら
の
主
導
に

よ
る
も
の
、
小
学
校
教
師
に
よ
る
も
の
、

有
志
の
文
人

。
名
望
家
に
よ
る
も
の
、

青
年
の
自
主
性
に
よ
る
も
の
な
ど
、
そ

の
性
格
は
様

々
で
あ

っ
た
。
沼
津
新
聞

が
言
う
と
こ
ろ
の
「
王
ハ
怪
議
」
（賭
博

の
こ
と
）
の
予
防
を
直
接
的
な
目
的
に

し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
中
に
は
演

説

・
討
論
会
も
兼
ね
た
民
権
結
社
的
な

も
の
も
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
二
十
年
代
に
入
る
と
、

よ
り
画

一
化
さ
れ
た
夜
学
校

（会
）
が

新
た
に
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ
は
、
地

域
の
多
様
な
要
求
か
ら
出
て
き
た
も
の

で
は
な
く
、
国
家
の
要
求
に
直
接
結
び

つ
く
危
険
を
は
ら
ん
で
い
た
。
金
岡
村

の
８
部
落
で
は
明
治
二
十
二
年
か
ら
二

十
六
年
に
か
け
て

一
斉
に
設
立
さ
れ
て

い
る

（
『金
岡
村
誌
つ
。
や
が
て
そ
れ
は
、

実
業
補
習
学
校
か
ら
青
年
学
校

へ
の
道

を
歩
み
、
国
家
が
望
む

「良
兵
良
民
」

の
養
成
機
関
と
な

っ
て
い
く
。

明
治
十
年
代
ま
で
の
夜
学
校
は
、
そ

れ
ほ
ど
国
家
の
重
圧
は
顕
著
で
は
な
く
、

名
望
家
の
指
導
に
よ
る
、
村
落
共
同
体

の
秩
序
維
持
や
民
衆
の
開
化
啓
蒙
が
主

目
的
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

田]本寸 名 主唱者・担当教師 設 置 場 所 備 考 記事号数

駿東郡今沢村

同 岡宮村

同 西間門村

同 大塚田J

同 中石田村

同 上石田村

同 南小林村

同 江浦村

同 東椎路村

同 上香貫村

同 口野村

同 llT子浜村

同 沼津三枚橋町

同 大諏訪村

同 日吉村

同 岡一色村

同 沼津宮後町

同 沼津通横町

同 沼津新田町

同 下香貫村

同 原宿

同 下香貫村

渡辺清七郎

持田九郎兵衛

長倉源佐久

田村大助

関与二郎・秋元直太郎。大岡合教員花井

井口磐

宍倉文内

戸長岩崎清平・学務委員岩崎彦左衛門

戸長石井平七・教員天野

柳下、教員大木・野口

増田龍太郎

鈴木健吉郎

有斐館教員斎藤全作・学務委員長合喜二郎

教員端山・飯田・山中

戸長野秋斧五郎・日吾学舎教員

有志者

星谷茂作夫妻

集貫舎教員中野ヂ道

三事舎教員酒井

森田万作・辰蔵・泰次郎・山形浦吉ら青年

持田家養蚕場

長合家茶室

米屋忠左衛門土蔵

大光寺

養蚕場

宍倉角次郎宅

江浦合

連光舎

役場

有斐館

野秋直作養蚕所

星谷宅

三橋宅

中野宅

三事舎

集貫合

発句会より発展か

生徒数24:5名

教員村井正義

生徒数90余名

生徒数60名

生徒数 6・ 70名

生徒数3・ 40名

生徒数40余名

生徒数 14・ 5名

生徒数 13・ 4名

生徒数30余名

生徒数70余名

5

19

22

37

39

39

39

46

47

48

48

48

49

41)

51

56

59

108

108

115

143

150

『沼津新聞』 (明治 14年 7月 ～ 16年 4月 )にみる各地の夜学校
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企
画
展

「
草
券
の
国
学
と
明
治
維
新
」

の
開
催
に
つ
い
て

今
年
度
の
企
画
展
で
は
、
明
治
維
新

の
思
想
的
源
流
と
な

っ
た
国
学
の
地
方

的
な
展
開
に
焦
点
を
あ
て
、
沼
津
地
方

の
無
名
の
国
学
関
係
者
の
史
料
発
掘
を

中
心
に
、
展
示
紹
介
し
ま
す
。

期
　
間

¨
７
月
２０
日
因
～
９
月
２９
日
囚

〈
ム
　
場

¨
明
治
史
料
館
　
４
階
展
示
室

歴
史
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

「
草
恭
の
国
学
と
明
治
維
新
」

今
年
度
の
歴
史
講
座
は
、
企
画
展
の

関
連
事
業
の

一
環
と
し
て
、
企
画
展
と

同
じ
く

「草
本
の
国
学
と
明
治
維
新
」

と
題
し
、
連
続
講
座
で
開
催
し
ま
す
。

日
程
、
講
師
、
テ
ー

マ
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

館
で
は
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
館
ま

で
お
電
話
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

受
講
料
は
無
料
で
す
っ

刊
行
図
書
の
ご
案
内

●
Ｊ
源
津
市
博
物
館
紀
要
１２
」

沼
津
市
明
治
史
料
館

・
沼
津
市
歴
史

民
俗
資
料
館
共
同
刊
行

体
　
裁

¨
Ｂ
５
判

一
六
五
ペ
ー
ジ

歴
史
講
座

「草
券
の
国
学
と
明
治
維
新
」
開
催
日
程

ム
ム
　
　
場

¨
明
治
史
料
館
講
座
室

開
催
時
間

¨
午
後
２
時
～
４
時

講
　
師

　

・

予
定
内
容
　
（
※
正
式
な
演
題
は
未
定
）

８
月
７
日
０

高
橋
　
　
敏
氏

（群
馬
大
学
助
教
授
）

「伊
豆
の
国
学
者
竹
村
茂
雄
な
ど
に
つ
い
て
」

８
月
１４
日
０

平
野
日
出
雄
氏

（
元
県
立
中
央
図
書
館
職
員
）

「
平
田
篤
胤
の
妻
織
瀬
に
つ
い
て
」

ま
た
、
こ
の
日
午
後
２
時
か
ら
当
館

北
方
の
駿
河
台
墓
地
の
墓
前
で
、
翁

の

遺
徳
を
し
の
ぶ
記
念
祭
が
社
団
法
人
江

原
素
六
先
生
顕
彰
会
の
主
催
で
行
な
わ

れ
ま
す
。

●
企
画
展
展
示
替
え
の
た
め
の
開
室
日

企
画
展
展
示
替
え
の
た
め
、
つ
ぎ
の

期
間
展
示
室
を
臨
時
休
室

い
た
し
ま
す
。

１
階
図
書
室
、
２
階
資
料
閲
覧
室
、

講
座
室
の
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
平
常

ど
お
り
で
す
。

準
備
期
間

¨
７
月
１３
日
～
‐９
日

片

付

期

間

¨

９

月

３０

日

～

１０

月

３

日

職
員
の
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

開
館
以
来
、
嘱
託
と
し
て
資
料
整
理

や
展
示
解
説
に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
高
橋
省
吾
氏
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

後
任
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

嘱
託
　
小
針

一
郎

（
ん
　
市
立
開
北
小
学
校
長
）

８
月
２‐
日
０

８
月
２８
日
０

９
月
４
日
Ｈ

内
　
容

一
第
二
部
▼
コ
駿
東
型
の
甕
』

の
初
現
と
終
末
に
つ
い
て
」
北
川
恵

一

（歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
）
▼

「楊

原
村
の
式
内
社
」
瀬
川
裕
市
郎

（歴
史

民
俗
資
料
館
学
芸
員
）
▼

「東
北
地
方

に
お
け
る
縄
文
時
代
中
期
末
葉
十
器
の

変
遷
と
後
期
土
器
の
成
立
」
池
谷
信
之

（
文
化
財
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
）

第
Ｈ
部
▼

「
旧
幕
臣
鈴
木
氏
と
松
長
カ

ト
リ

ッ
ク
教
会
に
つ
い
て
」
樋
口
雄
彦

（
明
治
史
料
館
学
芸
員
）

´

俊
男
氏

（修
善
寺
町
助
役
）

「
伊
豆
の
国
学
に
つ
い
て
」

田
村
　
貞
雄
氏

（静
岡
大
学
教
授
）

「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
、
草
奉
諸
隊
な
ど
に
つ
い
て
」

雄
彦

（当
館
学
芸
員
）

「
沼
津
国
学
関
係
ス
ラ
イ
ド
解
説
」

特
別
開
館

・
休
館
日
、
無
料
開
放
日

●
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
開
館

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
体
館
日

は
次
の
通
り
で
す
。

こ
れ
以
外
は
開
館

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
連
れ
で

お
で
か
け
下
さ
い
。

休
館
日

¨
４
月
３０
日
ｍ
、
５
月
２
日
ｍ

６
日
０

●
５
月
１９
日
は
無
料
開
放
日

江
原
素
六
翁
の
命
日
を
記
念
し
、
５

月
１９
日
は
無
料
開
放
Ｈ
で
す
。

（

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
１３
号

獅
碑
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
２７２
‐
‐

８
〇
五
五
九
囲
三
二
二
五
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